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第 ７ 章  高齢者のいる世帯の居住状況 
 

７－１ 高齢者のいる世帯の状況 

 

 

 

平成 15年における 65歳以上の世帯員（以下、「高齢者」という。）のいる普通世帯は 139,200

世帯で、普通世帯総数 466,500世帯の 29.8％を占めている。高齢者のいる普通世帯は、昭和 63

年には 84,700世帯（普通世帯の 24.3％）であったが、平成 5年には 98,400世帯（25.8％）とな

り、平成 10年には 10万世帯を超えた。また、この 5年間で 23,600世帯、20.4％の増加となり、

普通世帯全体の増加率 12.3％と比べると、約 1.7倍の増加率となっており、世帯の高齢化が急速

に進行している。 

表7-1  世帯の型別高齢者のいる普通世帯数及び主世帯数－沖縄県(昭和63年～平成15年)

高齢者(65歳以上)のいる普通世帯 高齢者(65歳以上)のいる主世帯

実  数　　(世帯)

  昭 和  63  年 348,40084,70016,40013,80054,500347,70084,60016,40013,80054,400

  平 成  ５  年 381,30098,40020,40018,30059,700380,50098,20020,40018,30059,500

         10  年 415,500115,60024,30025,20066,100414,200115,40024,30025,10066,000

         15  年 466,500139,20030,50029,10079,600465,000139,10030,50029,10079,500

割  合       (%)

  昭 和  63  年 100.024.3 4.7 4.0 15.6100.024.3 4.7 4.0 15.6

  平 成  ５  年 100.025.8 5.4 4.8 15.7100.025.8 5.4 4.8 15.6

         10  年 100.027.8 5.8 6.1 15.9100.027.9 5.9 6.1 15.9

         15  年 100.029.8 6.5 6.2 17.1100.029.9 6.6 6.3 17.1

増減数　　(世帯)

 昭和63年～平成5年 32,90013,7004,0004,5005,20032,80013,6004,0004,5005,100

 平成５年～   10年 34,20017,2003,9006,9006,40033,70017,2003,9006,8006,500

 平成10年～   15年 51,00023,6006,2003,90013,50050,80023,7006,2004,00013,500

増減率       (%)

 昭和63年～平成5年 9.4 16.2 24.4 32.6 9.5 9.4 16.1 24.4 32.6 9.4

 平成５年～   10年 9.0 17.5 19.1 37.7 10.7 8.9 17.5 19.1 37.2 10.9

 平成10年～   15年 12.3 20.4 25.5 15.5 20.4 12.3 20.5 25.5 15.9 20.5
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（注）高齢者のいる普通世帯････････65歳以上の者のいる普通世帯 

「高齢単身普通世帯」･････････65歳以上の単身者のみの普通世帯 

「高齢夫婦普通世帯」･････････夫婦とも若しくはいずれか一方が 65歳以上の夫婦一組のみの普通世帯 

「その他の高齢者普通世帯」･･･高齢者のいる普通世帯から上記の二つを除いたもの 

 

 

高齢者のいる世帯は１３９，２００世帯 
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高齢者のいる普通世帯を世帯の型別にみると、「高齢単身普通世帯」が 30,500世帯、「高齢夫婦

普通世帯」が 29,100世帯、「その他の高齢者普通世帯」が 79,600世帯となっている。これを平成

10年と比べると、「高齢単身普通世帯」が 25.5％増、「高齢夫婦普通世帯」が 15.9％増、「その他

の高齢者普通世帯」が 20.4％増となっており、高齢者のみで生活しているとみられる高齢単身世

帯が大きく増加している。 

 

 

 

 

高齢者のいる主世帯が居住す

る住宅について、建て方別の割

合をみると、一戸建が 71.3％、

長屋建が 1.7％、共同住宅が

24.4％となっており、居住世帯

のある住宅全体の割合（それぞ

れ、45.9％、1.9％、50.3％）に

比べ、一戸建の割合が高く、共

同住宅の割合が低くなっている。 

これを世帯の型別にみると、

「高齢単身主世帯」では、一戸

建が 61.3％、長屋建が 3.3％、共同住宅が 33.8％、「高齢夫婦主世帯」では、一戸建が 72.5％、

長屋建が1.7％、共同住宅が23.0％、「その他の高齢者主世帯」の一戸建が74.7％、長屋建が1.1％、

共同住宅が 21.4％となっており、特に、「その他の高齢者主世帯」で、一戸建の割合が高くなっ

ている。 

 

 

 

 

高齢者のいる主世帯の住宅の所有の関係別割合をみると、持ち家が 81.3％、民営借家（非木造）

が 12.6％、公営の借家が 3.3％などとなっており、主世帯全体の割合（それぞれ 52.3％、35.6％、

6.3％）と比べ持ち家の割合が 29.0ポイントも高くなっている。これを高齢者のいる世帯の型別

にみると、「高齢単身主世帯」では持ち家が 65.2％、民営借家（非木造）が 24.3％、公営の借家

が 4.3％、「高齢夫婦主世帯」では持ち家が 86.3％、民営借家（非木造）が8.9％、公営の借家が

2.4％、「その他の高齢者主世帯」では持ち家が 85.5％、民営借家（非木造）が 9.4％、公営の借

家が 3.3％となっており、いずれの型も持ち家で主世帯全体の割合を上回っているが、「高齢単身

主世帯」においては、公団・公社の借家及び民営借家（木造）の割合が主世帯全体の割合より高

くなっている。 
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図７-１ 世帯の型,高齢者のいる主世帯の住宅の建て方別割合－沖縄県（平成 15 年） 
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表7-2  世帯の型，住宅の所有の関係別高齢者のいる主世帯数－沖縄県(平成1５年)

借        家

民  営  借  家

1)
木 造 非 木 造

実    数  　　(世帯)     

主   世   帯   総   数465,000243,100216,40029,4002,3008,900165,70010,000

 高 齢 者 の い る 主 世 帯 139,100113,00026,0004,600 400 3,50017,500100

  高 齢 単 身 主 世 帯30,50019,90010,6001,300 200 1,7007,400 0

  高 齢 夫 婦 主 世 帯29,10025,1004,000 700 100 500 2,600 100

  その他の高齢者主世帯 79,50068,00011,4002,600 100 1,3007,500 0

割    合         (%)

主   世   帯   総   数100.052.3 46.5 6.3 0.5 1.9 35.6 2.2

 高 齢 者 の い る 主 世 帯 100.081.2 18.7 3.3 0.3 2.5 12.6 0.1

  高 齢 単 身 主 世 帯100.065.2 34.8 4.3 0.7 5.6 24.3 0.0

  高 齢 夫 婦 主 世 帯100.086.3 13.7 2.4 0.3 1.7 8.9 0.3

  その他の高齢者主世帯 100.085.5 14.3 3.3 0.1 1.6 9.4 0.0

  1) 住宅の所有の関係｢不詳｣を含む。
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